
「スヌーズレン教育・福祉研究」投稿規程 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、 ISNA 日本スヌーズレン総合研究所（以下「本研究所」）の機関誌である

「スヌーズレン教育・福祉研究」を発行することにより、スヌーズレンの教育や福祉に関する内

容、内外の動向の最新情報など研究の活性化のために必要な事項を定めることを目的とする。 

（投稿資格） 

第２条 投稿論文の筆頭筆者は、本研究所会員とする。 

２ 前項以外の寄稿希望者については、機関誌編集委員会（以下「委員会」という。）が個々の事

例についてその掲載の可否を判断する。 

３ 前項以外の寄稿論文については、機関誌事務局が執筆者を推薦し、委員会が承認及びその掲載

の可否を判断する。 

（論文の種別と内容） 

第３条 原稿は、スヌーズレン関連領域(教育・医療・福祉等)の原著論文、総説、資料論文、研究

時評、報告、短報などとし、以下の通り定義する。尚、他誌に未公刊のものに限る。 

(1)原著論文：理論、臨床、事例などに関する独創性や新規性を有する研究論文。 

(2)総説：特定のテーマについて論文等を総括、解説したもの。 

(3)資料論文：特定のテーマについて有用な情報提供となり得る調査・提案・提言などで、資 

料的価値のあるもの。 

(4)研究時評：関連諸研究にみられる最近の論題をとりあげ、その動向に関する議論を行ったも 

の。 

(5)報告：「原著論文」程まとまった形ではないが、いち早く発表するべき内容で、記録にとどめ 

る価値のある研究報告・事例報告・症例報告・実践報告・調査報告などのもの。 

(6)短報：短い原著形式で発表されるもので、新しい概念や発見をいち早く発表するため、速報 

的に書かれたもの。 

 (7)学生論文：学部生及び大学院生が自ら行ってきた研究を論文としてまとめたもの。 

(8)その他：上記のいずれにも該当しないが、公表する価値のあるもの。委員会の判断による。 

例えば、学会報告や地域の取組みなども含まれる。 

（査読及び採録） 

第４条 投稿された原稿は査読を受ける。 この結果を踏まえて委員会は採録の可否及び前条各号

の原稿の分類を決定する。 

２ 各原稿の査読者については複数名とする。 

３ 査読の回数は最大２回までとする。 

４ 査読は、第３条(1)(2)(3)(4) (5)(6)を対象とする。 

５ その他査読に係ることは、委員会が決定する。 

（投稿手続） 

第５条 投稿は、(1)表紙 (2)元原稿と査読用原稿 各 1部（PDF 版と Word 版）(3)論文投稿の



同意書（署名・捺印）（PDF 版）(4)投稿原稿チェックシート（第一筆者捺印）(PDF 版)の 4点を

事務局に E-mail で送付する。論文投稿の同意書と投稿原稿チェックシートは、本研究所ホームペ

ージよりダウンロードして使用する。 

（執筆要項） 

第６条 原稿の書式などは、「スヌーズレン教育・福祉研究」執筆要領（以下「執筆要領」とい

う。）に基づかなければならない。 

２ 執筆要領は委員会、機関誌事務局が別に定める。 

(掲載費用） 

第７条 執筆要領に定められた枚数を超過したもの、特に費用を要するものは、著者の負担とす

る。 

 (1)原稿が刷り上がり頁数を超える場合、刷り上がり１頁につき、5,000 円の超過料を徴収する。 

（編集・発行・公開） 

第８条 編集及び発行に関しては次のとおりとする。 

(1)機関誌は、原則として年１回 1 号発行する。 

(2)原稿締め切りは毎年 8 月末日とする。  

(3)校正は２回までとし、著者が責任をもって行う。 

(4)発行者は、本研究所とする。 

(5)発行は電子媒体とする。 

(6)原則として、投稿論文は返還しない。 

２ 編集業務は委員会がこれに当たる。 編集責任者は編集委員会代表とする。 

 その他、編集、発行及び公開に係わることは、委員会および機関誌事務局が決定する。 

（著作権） 

第９条 本機関誌に採録された原稿の著作権は、ISNA 日本スヌーズレン総合研究所に帰属する。

他誌などにその全部又は一部を使用する場合には、委員会の承認を必要とする. ただし、 著者自

身は自己の原稿の全部又は一部について、 出典は「スヌーズレン教育・福祉研究」であることを

明示することを条件に、委員会の承認を得ることなく利用することができる。 

(倫理的配慮) 

第 10 条 投稿原稿は、本研究所の「倫理綱領」の規定を踏まえ、投稿前に、「投稿原稿チェック

シート」で確実にチェックを行い、研究不正があってはならない。以下の点に注意する。 

(1)文献やデータならびに設問など資料の引用・出典の明示 

(2)差別用語等倫理的問題となりそうな用語 

(3)調査対象者への研究趣旨説明や協力同意の取り付けの有無 

(4)研究機関等所属先に倫理委員会が設けられている場合は、その承認を得ることが望ましい。 

（事務手続き） 

第 11 条 掲載された論文を著者及び共著が取り下げる場合、共著者の合意を得ると共に、所定の

掲載論文の取り下げ申請を行い、編集委員会で承認された場合にのみ掲載取り下げを行うことがで

きる。 

第 12 条 論文の内容に関しての全責任は著者にあり、発行元である当研究所及び査読者への責任



は負わないものとする。 

第 13 条 本機関誌の提出先及び事務は、機関誌事務局が行う。 

（改 廃） 

第 14 条 この規程の改廃は、会長が機関誌編集委員会及び機関誌事務局に意見を求めて行う。 

 

附 則 

この規程は, 2023年 7月 22日から施行する。 


